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今月の
表紙「知識を蓄えていきたい」

ご意見募集！
　広報誌をより良くしていくために皆様からのご意見を募集しています。また、ご意見と一緒に７
ページのクイズの答えを一緒にお送りいただくと、正解した方の中から抽選で3名様に日南町の特産
品およそ1,000円分をプレゼントいたします。
送り先：〒689-5292　日南町霞800番地　日南町役場　企画課　広報担当
手紙、葉書に①住所②お名前③電話番号④クイズの答え⑤ご感想･ご意見をご記入の上、企画課まで郵送またはお持ち
込みください。皆様からのご応募お待ちしています！（※メールでは受けつけておりませんのでご注意ください。）

夢の理由は
　移動販売をする中で、地域の方々とお話しさせて
いただく機会があるのですが、その時に、知らな
かったことや勉強になる話が多く、自分はまだまだ
知らないことだらけなんだなと感じています。これ
からも沢山の方と関わって、色々なことを知りたい
です。そして知識を蓄えていきたいと思います！

お仕事のやりがいは
　お客様との関わりです。今まで100歳体操の会場
に行くことが多かったのですが、現在はご希望が
あった場所を地域ごとに回っており、「家まで来て
くれてありがとう」と感謝してくださる方がおら
れ、こちらこそ買っていただきありがとうございま
す！といつも思っています。

日南町の皆さんへ
　ローソンの移動販売車は、100歳体操に行ってい
た人や予約した人でないと買えないと思っておられ
る方がおられます。そんなことは全くなく、どなた
でもご購入できますので移動販売車の音がしたら、
お気軽にお買い求めいただければと思います。

難しいことは
　移動販売車を止めるスペースがあまりないこと
です。本当はお家の近くまで伺いたいのですが道
路が狭かったりすると、少し遠い広い場所まで来
ていただかないといけないので、難しいなと感じ
ます。これから雪も降り始めるので、いつも通っ
ているルートが通れるかも心配しています｡

趣味は
　絵を描くことが好きです。お店のポップを描
いたりトイレの張り紙を描いたりしています。

　日南町下石見出身。2020年の4月からロー
ソン日南生山店で勤務している。

山形 有果さん（28歳）
やまがた ゆ　  か

10月号は、ローソン日南生山店で移動販売とともに笑顔を届けている山形有果さんの夢を
紹介します。

ローソン日南生山店
店　　舗：日南町生山393-2
営業時間：6:00～0:00
移動販売：(月)～(金) 9:00～15:00
　　　　　※曜日によって地域が変わります。
「自分の家の近くまで来て欲しい」「この商品を運んでもらう
ことってできる？」等お気軽にお電話でお問い合わせください｡
TEL：82－6005

やまがた ゆ　 か
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幼
保
連
携
型

認定
こども園

園名

募集えん
めい
ぼし
ゅう

　来春、にちなん保育園（分園 石見保育園、
分園 山の上保育園）は、幼保連携型認定こど
も園としてスタートします。　

★募集期間：令和３年９月13日（月）～令和３年10月31日（日）※必着
★応募方法：必要事項を記入した応募用紙を教育委員会事務局まで直接ご持参いただくか、郵送、
　FAX、メール、QＲコード読み取りにてお送りください。
★応募先及び問い合わせ先
　〒689-5292 鳥取県日野郡日南町霞800番地　日南町教育委員会事務局
　TEL：82-1118／FAX：82-0116／Ｅ-mail：s1010@town.nichinan.lg.jp
★詳しくは広報にちなん10月号のチラシ、またはホームページをご覧ください。

たくさんのご応募、お待ちしています。

園名募集要項

長期にわたる新型コロナ
ウイルス感染症の影響は
町内各業種で大きな打撃
を受けています。その一
つでもある飲食店では新
たにテイクアウトを始め
られたお店もありますの
で、ご自宅でお店
の味を楽しんで
ください！

コロナと飲食店

町内飲食店の
テイクアウト
メ ニ ュ ー を
写真付きでご
紹介します

本誌に挟み込んで
いるカレンダー裏
に掲載しています

３か月間に
わたって
連載予定！

※テイクアウトメニュー…お持ち帰り商品問い合わせ：82ー1115
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「日南学」を学ぼう

　日
南
町
民
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
住
む
日
南
町

に
学
び
、
日
南
町
や
日
南
人
（
び
と
）
の
持
っ
て

い
る
力
を
引
き
出
し
、
も
の
づ
く
り
、
生
活
づ
く

り
、
地
域
づ
く
り
（
じ
げ
お
こ
し
）
に
役
立
て
て

い
く
も
の
で
す
。

　日
南
町
の
大
地
と
日
南
人
（
び
と
）
と
自
分
に

対
す
る
信
頼
を
取
り
戻
し
、
た
だ
住
む
だ
け
の
住

民
か
ら
、
地
域
を
守
り
育
て
て
い
く
当
事
者
を
育

成
し
ま
す
。
つ
ま
り
『
日
南
学
』
は
、
日
南
人

（
び
と
）
と
し
て
誇
り
を
持
ち
、
豊
か
な
地
域
づ
く

り
へ
と
つ
な
げ
る
人
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　乳
幼
児
期
は
遊
び
を
通
し
て
じ
げ
の
よ
さ
を
知

り
、
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
は
教
育
課
程
に

お
い
て
日
南
町
に
つ
い
て
学
び
、
じ
げ
の
よ
さ
を

知
り
、
じ
げ
お
こ
し
の
基
礎
力
を
身
に
つ
け
、
じ

げ
お
こ
し
の
実
践
者
と
し
て
の
基
礎
を
培
い
ま

す
。　乳

幼
児
・
青
少
年
期
に
お
け
る
体
験
活
動
や
学

習
活
動
、
調
査
・
研
究
活
動
、
探
究
活
動
で
養
っ

た
じ
げ
お
こ
し
の
活
動
を
生
か
し
、
大
人
に
な
っ

て
か
ら
は
、
じ
げ
に
生
き
る
者
と
し
て
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
シ
ス
テ
ム
で

す
。

「日南学」とは
「日南学」とは、乳幼児から小学生、中学生、高校生、一般社会人、
高齢者までが、日南町という地域を多様な切り口で体験活動、学
習活動、調査・研究活動、探究活動を行う学問です。

青戸 晶彦教育長

「
日
南
学
」
の
目
的
は
・
・
・

　地
域
に
学
ぶ
高
校
生
と
学
ば
な
い
高
校
生
と
を

比
較
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
学
ん
だ
高
校
生
に

お
い
て
は

　次
の
よ
う
な
傾
向
が
わ
か
り
ま
し

た
。

●
地
域
の
魅
力
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

●
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

●
関
わ
る
こ
と
で
社
会
状
況
を
変
え
る
こ
と
が
で

　
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
。

●
う
ま
く
い
く
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
に
も
意
欲
的

　
に
取
り
組
む
。

●
難
し
い
こ
と
で
も
失
敗
を
恐
れ
な
い
で
挑
戦
し

　
て
い
る
。

●
将
来
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
た
め
に
役

　
に
立
ち
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
も
っ
た
。

　　こ
の
よ
う
に
、
地
域
社
会
や
地
域
の
大
人
と
の

関
係
性
が
深
け
れ
ば
深
い
ほ
ど
、
地
域
課
題
に
関

わ
る
よ
う
に
な
り
、
地
域
の
役
に
立
ち
た
い
と
い

う
意
識
が
高
ま
り
、
定
住
意
識
が
高
く
な
る
傾
向

が
見
ら
れ
ま
す
。
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
は
、
地
域
社
会
や
地
域
の
大
人
と
の
関
係
性

を
深
め
て
い
く
こ
と
が
最
も
重
要
な
の
で
す
。

「
日
南
学
」
を
学
べ
ば
、

　持
続
可
能
な
地
域
に
変
身
・
・
・

「
日
南
学
」
の
考
え
方
・
・
・

「日南学」を学ぼ
う！

『日南学』
イメージ図

【使 命】
日南町が持続可能な町となるように
生涯学習社会を構築する。

【理想とする姿】
日南町の発展に積極的に貢献する人
材を育成する。

【方 向 性】
日南町を知り、課題を探り、チーム
プレイで課題解決を行う。

日南学Ⅰ

お問い合せ：教育課８２－１１１８

・自然にふれる
・日南人にふれる
・保育士に発信
・家庭に発信

にちなん保育園

日南学Ⅱ
日南小学校

日南学Ⅲ
日南中学校

日南学Ⅳ

保小の交流

日南人との
交流

日南にふれる

小中の交流

議会での
提言

職場体験学習

・自然と関わる
・日南人と関わる
・日南町に何があるか知る
・日南の良さを知る
・家族に発信　
・地域に発信
・世界に発信

日南を感じる（1･2年）
日南を知る　（3･4年）
日南を伝える（5･6年）

・探究活動に取り組む
・日南を多面的に見る
・日南の課題を設定する
・課題解決の手段を考える
・小学生をリードする
・日南町を発信する
・日南町議会に提案する

日南の未来を描く
日南を見つめる（１年）
日南を考える  （２年）
日南を広める  （３年）

日南の空に夢を描き持続
可能なまちづくりの計画

まなびや縁側
体験入学 日南学検定

日南大学

公設塾「まなびや縁側」ほか

日南学Ⅴ

町民大学・人生学園・その他
まち（むら）づくり協議会

日野郡の未来を描く

・日野郡の課題を解決する
・日野郡の未来に向けた課題
　を設定する
・探究の過程に応じた技能を
　身につける｡（情報収集･比
　較･分類･関係づけ･構造化）
・日野郡から発信する

・自ら行動してじげのことを深く知る
・じげを調査し、現実を把握する
・じげの課題を発見し、課題解決の
　ために協働して取り組む
・ないものねだりをやめ、あるもの
　を新しく組み合わせて、ものづく
　り、生活づくり、地域づくりに役
　立てる
・まちづくり協議会の活性化に役立てる

日南大学「日南学」とは

◆日南の魅力発見と日南愛
◆日南の課題解決に挑戦
◆将来の自分自身の姿を
　想起（夢）

にちなんがく

さあ、みんなで
「日南学」を学び
ましょう！

あおと あきひこ

日南学でじげおこし

※じげ…地域
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・まちづくり協議会の活性化に役立てる

日南大学「日南学」とは

◆日南の魅力発見と日南愛
◆日南の課題解決に挑戦
◆将来の自分自身の姿を
　想起（夢）

にちなんがく

さあ、みんなで
「日南学」を学び
ましょう！

あおと あきひこ

日南学でじげおこし

※じげ…地域



外国語指導助手
ハンセカーの Happy Column

　社
会
教
育
は
、
住
民
が
「
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」
楽
し
く
自
由
に

学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
住
民
同
士
が
学
び
あ

い
、
教
え
あ
う
こ
と
で
、
教
養
の
向
上
、

健
康
の
増
進
等
を
図
り
、
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
を
つ
く
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。　本

町
で
は
、
令
和
２
年
４
月
１
日
に

「
日
南
町
社
会
教
育
計
画
」
を
策
定
し
、

令
和
６
年
度
ま
で
の
５
カ
年
計
画
で
実
践

し
て
い
ま
す
。
鳥
取
県
内
で
社
会
教
育
計

画
を
作
成
し
、
運
用
し
て
い
る
の
は
日
南

町
だ
け
で
す
。
社
会
教
育
委
員
の
思
い
の

詰
ま
っ
た
計
画
で
す
。

　本
町
の
社
会
教
育
計
画
で
は
、
大
き
く
以
下
の
５
つ
の
取
り
組
み
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

◆
地
域
の
課
題
解
決
、
そ
し
て
長
寿
社
会
を
心
豊
か
に
過
ご
し
、
町
民

　が
活
躍
で
き
る
場
を
広
げ
ま
す
。

◆
日
南
町
に
愛
着
と
誇
り
を
持
ち
、
将
来
の
地
域
の
担
い
手
と
な
る
人

　材
を
育
成
し
ま
す
。

◆
町
民
が
自
ら
の
健
康
や
体
力
づ
く
り
に
関
心
を
持
ち
、
ス
ポ
ー
ツ
に

　親
し
む
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

◆
文
化
財
、
郷
土
芸
能
の
保
護
意
識
の
向
上
に
努
め
、
後
世
に
日
南
町

　の
貴
重
な
文
化
を
伝
え
ま
す
。

◆
町
民
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
資
料
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
読

　書
環
境
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

さ
あ
、
み
ん
な
で
楽
し
く
自
由
に
学
び
合
い
ま
し
ょ
う
。

95
No.

社
会
教
育
推
進
だ
よ
り

只
今
、
「
日
南
町
社
会
教
育
計
画
」
で
実
践
中
!!!
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令和３年８月27日　人生学園パソコンコース



「生き抜く力」を育む保小中一貫教育

「がんばる」日南っ子に

　東京オリンピック・パラリンピックが終わりまし

た。日本選手団の活躍もあり、アスリートやボラン

ティアの方々の姿からは多くの感動が生まれていま

したね。

　さて、アスリートは私たちが想像できないほどの

努力を重ねて、晴れの舞台に立ちます。「困難に堪

え、努力しとおす」ことを「がんばる」と言います

が、人は生まれながらに「がんばる」力を持ってい

るわけではありません。成長の過程で、「がんば

る」ことを覚え、身につけていくのです。きつい練

習に耐えること、「嫌だな、やりたくないな」と思

うことでも我慢して乗り越えること、きっと誰にで

も経験があるでしょう。達成感や喜びを味わう成功

体験、失敗にくじけなかったことの自信、周囲から

の励まし、「やってみたい」という挑戦意欲や好奇

心・・・こういったものが少しずつ積み重なること

で、「がんばれる人」となるのです。

　皆さんの身近にいるお子さんは、どのくらい「が

んばる」ことができるでしょうか。どの子にも、困

難な未来に立ち向かえるたくましさを身に付けて

いってほしいですね。

　令和元年度から２年余り日南町のALT（外国語

指導助手）として勤めていただいたハンセカー・

アオイ先生が、９月末をもって任期を終え、日南

町を離れられます。日本語も堪能で、小中学校の

英語の学習支援はもとより、様々な学校行事等で

も子どもたちを励ましてくれました。また、ふる

里まつりにも作品を出品するなど、様々な分野で

才能を発揮していました。町民の皆さんの中にも

出会ったことがあるという方もたくさんおられた

ことでしょう。帰国後は、新たな分野で学ぶこと

にチャレンジするとのことでした。素晴らしいで

すね。

　新しいALTの先生は、11月に来町予定です。お

楽しみに。

【 お問い合わせ】 日南町教育委員会 　８２- １１１８

7　  広報にちなん令和３年10月

※前号の答え　①女子ボクシング

連絡先　教育委員会　82-1118　　コーディネーター荒金 敏文　携帯 080-5232-7712

　日本の食文化の特徴は料理方法や、器などに多くの特色がありますが、お箸も重要な食文化の一つ

です。秋の味覚を楽しむのに箸の使い方でもっと楽しくなります。

さて正しい使い方は何番でしょう。①番から③番の中から選んでください。

クイズ お箸編

地域コーディネーターだより

　現在、世の中には、農育、食育、木育、火育、

と沢山の「教育」が行われており日南町の保育

園・小中学校でも、食育、木育には力を入れて取

り組んでいます。

　さて、秋は沢山の「○○育」が体験できる行動

しやすい楽しい季節です。そして美味しいものが

沢山いただける季節でもあります。食材を提供し

ている農業者としては収穫に感謝をするとともに

日南町民の多くの方に食べていただきたいと願って

います。家族皆さんで美味しく楽しく食べて下さい｡

① ② ③

ありがとう、
ハンセカー先生



鳥取県の美味しいカレー特集

まちの話題まちの話題

　鳥取NOW（鳥取県広報連絡協議会発行広報誌）の取

材にあたり、とっとりずむの編集長である酒本勇太さ

んが道の駅にちなん日野川の郷レストラン｢ほっとす｣

を訪れました。鳥取県の美味しいカレー特集企画によ

るもので、トマト×ダムのコラボは珍しいという理由

からにちなんダムカレーを選ばれました。記事は鳥取

NOWホームページで10月１日から公開予定です。

　国や公共へ優れた功労のあった方に対して、国か

ら贈られる勲章である高齢者叙勲旭日単光章を木山

博之さん（福万来）が受章されました。木山さんは

役場職員として入庁後、教育次長、保健センター事

務長、町民課長を歴任、退職後は地域住民からの熱

い支援により日南町議会議員、議長及び副議長を歴

任し地方自治の発展に大きく貢献されました。

８

３
地方自治功労で顕著な功績

高齢者叙勲受章

８

６

コロナワクチン集団接種終了
個別接種へ

　４月から始まった新型コロナワクチン集団接種が８

月８日ですべての日程を終えました。今回の集団接種、

その後の個別接種と合わせ、12歳以上の町民3,546人

（85.7％）が２回目の接種を終えています（R３.９.９

時点）。現在の日南町でのワクチン供給は未定となっ

ており、県西部職域接種の一般住民への開放情報につ

いて案内しています。詳しくは町ホームページをご覧

ください（R３.９.13現在）。

　三栄にある町有共同墓地の改修整備が完成し、日

南町仏教会による供養塔開眼法要が行われました。

この墓地は、過去、亡くなられた際に身寄りがな

かった方々が埋葬されてきた場所です。近年獣害に

遭い荒廃したため改修を行いました。これに合わ

せ、町仏教会から供養塔を寄贈いただき、敷地中央

に設置しました。長らくこの墓地に関わってこら

れ、この日の導師を勤められた鎌倉真栄さん（神宮

寺名誉住職）は「立派な墓地になり、長年の願いが

叶った。皆さんにもこの墓地を知ってもらう良い機

会になった。これからも供養を続けていきたい。」

と話されました。

８

８

町有共同墓地を改修、
供養塔が新設

コロナ対策をし林業アカデミー
オープンキャンパス開催

　にちなん中国山地林業アカデミーのオープンキャン

パスが行われ、高校生９名が参加しました。コロナ

ウイルス抗体検査キットによる陰性を確認するなど、

感染対策を徹底した上での開催に、参加した学生は

「参加でき良かった。実際の作業も出来たので入学へ

のイメージが沸いた」と話されました。

８

21

  広報にちなん令和３年10月　  ８

８

27

さけもと ゆうたきやま

ひろゆき

かまくら しんえい



　日南中学校体育祭、日南小学校運動会がそれぞれ町総合グラウンドで開催されまし

た。今年も新型コロナウイルス感染症対策のため、保護者のみの観戦となりましたが、

全力で頑張る子どもたちに会場は感動に包まれ、大きな拍手が響きました。

　昨年の8月に鳥取大学、ソフトバンクと

締結した連携協定の取り組みの一環とし

て鳥取大学の学生が糸田川啓さん(多里)の

農場を訪れました。連携協定事業の一つ

である「ショートタイムワーク」におい

て検討中の「おしごとバンク（仮称）」

にむけたモニター作業を学生が行い、意

見交換を行いました。作業に参加した篠原こころさん（1年生）は、「トマトの収穫作業

に興味をもって応募した。アルバイトなので大変な面もあるが楽しかった。」と話されま

した。

日南町×鳥大×ソフトバンク
持続可能なまちづくりを目指して

８

27

青春の
ひととき

まちの話題まちの話題

しのはら

いとたがわ けい

　木下家（阿毘縁）に生まれた画家、木下翠雨(1868年～1946

年)の展覧会（※鳥取県ミュージアムネットワーク連携事業共同

企画展）が始まり、9月11日にギャラリートークが開催されま

した。ギャラリートークでは町美術館の浅田裕子主任学芸員を

はじめ、米子市美術館、鳥取県立博物館職員による時代背景や

画法等、詳しい解説が行われ、作品一つ一つを堪能できる時間

となりました。企画展は10月10日まで開催されています。（日

南町美術館／入場料一般200円、高校生100円、中学生以下無料）

※鳥取県ミュージアムネットワーク連携事業：鳥取県内の美術館・博物館の連携推進を目的に設置、現在51施設加盟。

阿毘縁出身の画家

「木下翠雨」企画展開催21
9

11
10

10～ きのした すいう

９　  広報にちなん令和３年10月

きのした すいう

あさだ ひろこ

９
５･11



Vol.151

　今
年
度
も
「
人
権
標
語
」
を
募
集

し
ま
す
。
な
ん
ら
か
の
人
権
に
関
係

す
る
内
容
で
あ
れ
ば
、
俳
句
、
短
歌
、

自
由
律
な
ど
形
式
は
自
由
で
す
。

■
応
募
方
法
・
応
募
先

　郵
便
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
、

　人
権
セ
ン
タ
ー
へ
お
送
り
く
だ
さ

　い
。

■
応
募
締
切

　10
月
15
日
（
金
）

■
そ
の
他

・
お
ひ
と
り
何
点
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

・
応
募
作
品
は
、
人
権
啓
発
の
た
め

に
町
の
発
行
物
へ
の
掲
載
、
公
共
施

設
で
の
掲
示
な
ど
で
公
表
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

・
公
表
に
あ
た
り
匿
名
希
望
の
方
は
、

そ
の
旨
、
お
書
き
添
え
く
だ
さ
い
。

・
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
中
止

が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
掲
示
の
機
会

【
人
権
標
語
を
募
集
し
ま
す
】

【
ふ
れ
あ
い
文
化
祭
は
中
止
】

【
ふ
れ
あ
い
人
権
講
座
に
つ
い
て
】
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電話８２－００７６
ﾌｧｸｽ８２－０１１０

　日
南
町
は
施
策
の
基
本
に
農
林
業
の

振
興
や
自
然
環
境
保
全
を
掲
げ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
目
標
を
考

え
る
と
き
思
い
浮
か
ぶ
の
が
「
ム
ヒ
カ

さ
ん
の
言
葉
」
で
す
。

　ム
ヒ
カ
さ
ん
は
、
南
米
の
小
国
「
ウ

ル
グ
ア
イ
」
の
元
大
統
領
で
、
当
時

「
世
界
で
い
ち
ば
ん
貧
し
い
大
統
領
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
給
料
の
多
く

を
貧
し
い
人
た
ち
に
寄
付
し
、
農
場
で

暮
ら
し
、
公
邸
や
公
用
車
を
使
わ
ず
古

い
愛
車
で
通
勤
し
て
い
ま
し
た
。
彼
は

人
間
の
「
幸
福
」
が
ど
ん
な
も
の
で
あ

る
か
、
は
っ
き
り
と
し
た
意
思
を
持
っ

て
い
て
、
幾
多
の
名
言
が
あ
り
ま
す
。

な
か
で
も
２
０
１
２
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
で

開
か
れ
た
地
球
環
境
に
つ
い
て
話
し
合

う
国
際
会
議
で
の
演
説
が
有
名
で
す
。

こ
こ
で
全
文
を
書
き
上
げ
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
幾
つ
か
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
こ
う
で
す
。

・
全
人
類
が
、
先
進
国
と
同
じ
暮
ら
し
方

　を
し
た
ら
資
源
は
？
環
境
は
？

・
文
明
に
よ
り
便
利
に
な
っ
た
が
、
際

　限
の
な
い
物
欲
も
生
み
出
し
た
。

・
目
前
の
危
機
は
、
地
球
環
境
の
危
機

つ
ぶ
や
き
（
ツ
イ
ー
ト
）

人
権
セ
ン
タ
ー
の

 広報にちなん令和３年10月　  10

　で
は
な
く
、
人
間
の
生
き
方
の
危
機

　で
あ
る
。
仕
組
み
は
暴
走
し
て
い
る
。

・
幸
せ
に
な
る
た
め
に
生
ま
れ
た
の
に
、

　物
欲
の
た
め
に
人
生
を
浪
費
し
、
不

　幸
に
な
っ
て
は
い
な
い
か
？

・
人
と
人
が
幸
せ
な
関
係
を
結
ぶ
。
友

　人
を
持
つ
。
地
球
上
に
愛
が
あ
る
。

　こ
れ
ら
が
生
き
る
た
め
の
最
低
限
の

　土
台
で
あ
り
「
発
展
」
は
、
そ
の
味
方

　で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
幸
福
は
宝
で
あ
り
、
幸
福
で
あ
っ
て

　こ
そ
よ
り
良
い
生
活
が
で
き
る
・
・
。

※

こ
の
ス
ピ
ー
チ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　上
の
動
画
で
視
聴
可
能
で
す
。

「
ム
ヒ
カ
さ
ん
の
言
葉
」

s0150@town.nichinan.lg.jp

が
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ご

理
解
く
だ
さ
い
。

　例
年
10
月
中
旬
に
人
権
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
開
催
し
て
き
ま
し
た
「
ふ

れ
あ
い
文
化
祭
」
で
す
が
、
過
日
、

実
行
委
員
会
で
協
議
し
た
結
果
、
中

止
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　昨
年
に
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
予
防
に
配
慮
し
た
も

の
で
す
。

　と
て
も
残
念
で
す
が
、
来
年
こ
そ

に
ぎ
や
か
に
再
開
で
き
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　「
ふ
れ
あ
い
人
権
講
座
」
に
つ
い

て
も
、
県
西
部
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
新
規
感
染
が
続
い
て

い
る
た
め
８
月
、
９
月
と
開
催
を
見

合
わ
せ
て
い
ま
す
。
現
在
も
コ
ロ
ナ

禍
の
動
向
が
見
通
せ
な
い
た
め
、
無

期
延
期
と
し
て
い
ま
す
。

　状
況
が
改
善
し
、
開
催
が
可
能
に

な
れ
ば
防
災
無
線
放
送
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
そ
の
節
に
は
、
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

ホ
セ
・
ム
ヒ
カ
さ
ん
は
「
人
の
幸
せ
と

は
何
ぞ
や
」
と
い
う
根
本
的
な
問
い
へ

の
自
身
の
答
え
を
信
念
を
も
っ
て
発
信

さ
れ
た
方
で
す
。
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風しんの抗体検査と
予防接種について

　風しんは、風しんウイルスによって引き起こされる急性の発疹性感染症
で、飛沫感染によってヒトからヒトへ感染していきます。感染力は非常に強
く、平成30年頃から関東地方を中心におとなの間で流行しています。
　風しんの最大の問題は、妊娠初期の妊婦さんに感染させてしまうと、胎児
が先天性風しん症候群となり、難聴・心疾患・白内障・精神や身体の発達の
遅れなどの障がいが起きる可能性があることです。
　自分自身と、これから生まれてくるお腹の赤ちゃんや、周りの人を守るために、ぜひ風しんの抗体検査や予
防接種を受けてください。

主任保健師

坪倉 洋子
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　現在、風しんの予防接種は、幼児期に定期接種として麻しん・風しん混合ワク

チンを接種しています。

　しかし、昭和37年４月２日～昭和54年４月１日生まれの男性は、過去の定期接

種制度の変遷から、公的に予防接種が行われていないため、予防接種を受ける機

会がありませんでした。自分が風しんにかかると、家族や周囲の人たちに感染を

広げてしまうおそれがあります。

　そこで、2019年度から３年間に限り、無料で風しんの抗体検査と予防接種を定

期接種として実施しています。

　対象の方には、日南町から無料のクーポン券等をお送りしています。まだの方

は、ぜひこの機会にご利用ください。

【実施期間】令和４年３月31日まで　今年度が最終年度です！！
【内　　容】①届いている封筒の中身をご確認ください。
　　　　　　②まずは、医療機関等で風しんの抗体検査を実施し、抗体価（免疫､
　　　　　　　抵抗力）が十分にあるかどうかを確認します。
　　　　　　③十分な抗体価あり→予防接種は不要です。
　　　　　　　十分な抗体価なし→予防接種を受けてください。

　予防接種の機会がなかった年代の男性に、無料の抗体検査・予防
接種を実施しています！
★対象：昭和37年４月２日～昭和54年４月１日生まれの男性

お届けしている
クーポン券等

お知らせ１

　風しんの感染予防には予防接種が効果的ですが、風しんの予防接種は生ワクチンのため、妊娠中の女性は接

種できません。女性の方は妊娠前に接種しましょう。

　妊婦さんの周囲の人が接種を受け、家族、地域ぐるみで風しんを予防しましょう。

【対象者】①妊婦の配偶者

　　　　　②妊婦の同居者（内縁を含む）

　　　　　③妊娠を希望する女性

　　　　　④妊娠を希望する女性の配偶者（内縁を含む）や同居者

　　　　　⑤平成２年４月２日以前に生まれた人

【その他】・申請に必要な書類等ご案内しますので、福祉保健課まで連絡をお願いします。

　上記以外の方でも、日南町では、鳥取県と連携して風しんの抗体
検査と予防接種の費用助成を行っています。
　ご希望の方は、事前に福祉保健課までご連絡をお願いします。

お知らせ２

おとなの
みなさんへ

お問い合わせ：福祉保健課　82－0374



日野高ニュース

　２年生の総合的な探究の時間において、「日野郡を元気に」というテーマのもと、日野郡活性化の取り
組みについて、Studio Aの安達茂樹さんに講演をしていただきました。
　「イチョウのつくり方」というタイトルで、旧日野上小学校
の校庭にある100年樹齢の大イチョウのもとに7,000名もの人
たちが集うイベントの取り組みについて、目的・企画・運営な
どを学びました。この話をヒントに、これから生徒たちは
ヒューマン、アグリ、ビジネスなどの系列から日野郡活性化に
向けたテーマを考え、調査・発表へつながる「地域探究活動」
に入っていきます。どんなテーマを考え、調査をまとめていく
か、２学期以降の活動が期待されます。

　
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
四
期
生
の
推
薦
入
試

が
９
月
５
日
に
実
施
さ
れ
、
７
名
（
県
内

４
名
、
県
外
３
名
）
が
受
験
さ
れ
ま
し

た
。
町
民
の
皆
様
の
ご
支
援
を
得
て
地
道

に
林
業
人
材
育
成
お
よ
び
学
生
募
集
活
動

に
取
り
組
ん
で
き
た
成
果
で
、
地
域
な
ら

び
に
林
業
界
で
一
定
の
認
知
度
を
得
た
結

果
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
今
年
も

病
魔
に
社
会
は
翻
弄
さ
れ
、
ス
ト
レ
ス
の

溜
ま
る
日
々
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
社
会
状
況
下
で
、
若
者
の
間
に
農
林

業
な
ど
の
「
実
労
働
」
が
、
見
直
さ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
の
学
生

の
中
に
も
、
首
都
圏
か
ら
の
U
タ
ー
ン
を

含
め
受
験
生
が
毎
年
い
る
こ
と
か
ら
も
容

易
に
想
像
で
き
ま
す
。
近
年
東
京
・
大
阪

な
ど
の
大
都
市
で
開
催
さ
れ
る
、
農
林
業

の
就
業
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
「
森
林

の
仕
事
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
や
「
農
業
人
フ
ェ

ア
」
な
ど
も
毎
回
盛
況
で
す
。
都
市
部
に

は
潜
在
的
に
農
業
・
林
業
を
し
た
い
人
が

い
る
の
で
、
農
山
村
が
知
恵
を
絞
り
移
住

者
に
と
っ
て
の
魅
力
を
創
造
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
の
存
在
も

魅
力
の
一
つ
で
、
地
元
出
身
の
学
生
と
他

地
域
の
学
生
が
共
に
学
ぶ
こ
と
で
、
地
域

林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
奮
闘
記

に
ち
な
ん
中
国
山
地
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー  

T
E
L   

８
４

－

０
０
７
０

問

町
内
か
ら
も
学
生
募
集
中
で
す
！

【
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
】https://nichinan-ipc.or.jp/forestry/

へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
大
い
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
日
南
町
出
身
者

も
含
め
ア
カ
デ
ミ
ー
卒
業
生
14
名
中
８
名

が
、
日
南
町
に
住
み
町
内
の
林
業
事
業
体

等
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
た
だ
来
年
度
募

集
に
は
今
の
と
こ
ろ
残
念
な
が
ら
、
町
内

か
ら
の
入
学
希
望
者
は
お
り
ま
せ
ん
。
是

非
と
も
お
知
り
合
い
等
に
林
業
ア
カ
デ

ミ
ー
の
宣
伝
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
３
期
生
の
実

習
も
半
分
を
過
ぎ
ま
し
た
が
、
全
員
怪
我

も
な
く
元
気
に
研
修
に
励
ん
で
い
ま
す
。
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　３年生課題研究にて、「日南トマトを応援しよう」をテーマに活
動しているチームが開発したレシピが、ＪＡとっとり西部のホーム
ページやYouTubeで紹介されました。今回はトマトと豆腐のレア
チーズケーキです。トマトのうま味が活きた、ヘルシーで低カロ
リーのスイーツです。

2021/7/14トマトレシピがＪＡとっとり西部のＨＰやYouTubeで紹介

 2021/7/16日野郡活性化の取り組みにかかる講演会

課題研究とは
　３年生が自らの興味関心に沿ったテーマ設定を行い、地域課題を発見・
解決していく探究型の授業です。生徒・教員だけではなく、１チームに１
名ずつ地域サポーターがつき、活動をサポートいただいています。
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飛
沫
に
よ
る
ウ
イ
ル
ス
感
染
を
防
ぐ
目
的
で
、
人
と

接
す
る
と
こ
ろ
に
シ
ー
ト
等
の
設
置
が
進
ん
で
い
ま

す
。
シ
ー
ト
を
取
付
け
る
こ
と
に
よ
り
思
わ
ぬ
火
災
の

危
険
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
火
災
の
発
生
を
感
知
し
て

知
ら
せ
る
自
動
火
災
報
知
設
備
、
火
災
初
期
に
自
動
的

に
消
火
を
行
う
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
消
火
設
備
、
避
難
方

向
を
示
す
誘
導
灯
・
誘
導
標
識
な
ど
が
十
分
機
能
し
な

く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

火
災
に
備
え
て
次
の
項
目
に
つ
い
て
今
一
度
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

①
火
気
や
熱
を
発
す
る
機
器
か
ら
距
離

　を
取
る
。
コ
ン
ロ
や
白
熱
電
球
な
ど

　の
照
明
器
具
か
ら
離
し
て
設
置
す
る
。

②
自
動
火
災
報
知
設
備
の
感
知
器
の
近

　く
や
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
か

　ら
の
有
効
な
散
水
の
妨
げ
と
な
る
と

　こ
ろ
に
取
り
付
け
な
い
。

③
誘
導
灯
、
誘
導
標
識
が
見
え
に
く
く

　な
る
と
こ
ろ
に
設
置
し
な
い

　
以
上
の
項
目
に
注
意
し
て
飛
沫
防
止

に
必
要
な
部
分
の
み
設
置
し
て
く
だ
さ

い
。
可
能
で
あ
れ
ば
難
燃
性
や
不
燃
性

の
あ
る
も
の
や
防
炎
品
を
使
う
こ
と
を

検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
同
じ
素
材
で
も
フ
イ
ル
ム
状

の
も
の
よ
り
板
状
の
も
の
の
方
が
燃
え

に
く
い
こ
と
か
ら
板
状
の
も
の
の
方
が

安
全
で
す
。

（
出
典
：
消
防
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http//www.fdm
a.go.jp

）
飛
沫
防
止
用
の
シ
ー
ト
設
置

に
係
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
加
工
し
て
作
成
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策

で
設
置
す
る
「
飛
沫
防
止
シ
ー
ト
」
の

火
災
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

【
問
い
合
わ
せ
先
　
総
務
課
　
８
２―

１
１
１
１
】

　
秋
と
い
え
ば
食
欲
の
秋
！

食
べ
た
い
気
持
ち
が
止
ま
り

ま
せ
ん
！
で
も
ど
う
し
て
食

欲
の
秋
？
一
説
に
よ
る
と
寒

い
冬
に
備
え
て
栄
養
を
蓄
え

よ
う
と
す
る
本
能
か
ら
秋
は

食
欲
が
増
加
し
て
し
ま
う
そ

う
で
す
。

　
冬
に
備
え
る
の
は
、
ど
の
動

物
た
ち
も
同
じ
で
、
秋
に
な
る

と
食
べ
物
を
探
し
活
発
に
行
動

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
と
く
に
ク
マ
は
一
年
で
摂

取
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
約

80
％
を
秋
の
間
に
取
り
ま
す
。

図
に
し
て
み
る
と
左
の
よ
う

に
な
る
わ
け
で
す
が…

ス
ゴ

イ
で
す
よ
ね
。

　
ク
マ
の
主
食
は
、
堅
果
類

と
い
わ
れ
る
ど
ん
ぐ
り
や
ブ

ナ
の
実
な
ど
で
す
。
秋
の
間
は

一
日
５
０
０
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

ほ
ど
摂
取
す
る
と
言
わ
れ
て
お

り
、
人
間
で
例
え
る
と
成
人
男

性
の
一
日
平
均
摂
取
カ
ロ
リ
ー

の
約
二
倍
以
上
！
ど
ん
ぐ
り
に

換
算
す
る
と
約
３
０
０
０
個
〜

４
０
０
０
個…

大
変
な
数
で

す
！

　
ち
な
み
に
柿
で
換
算
す
る
と

約
50
個
で
賄
え
ま
す
。
つ
ま
り
、

一
個
あ
た
り
の
糖
質
や
脂
質
の

高
い
、
高
カ
ロ
リ
ー
な
食
べ
物

な
ら
効
率
的
に
必
要
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
摂
取
で
き
る
わ
け
で
す
。

人
の
生
活
圏
に
は
柿
や
栗
だ
け

で
は
な
く
、
生
ご
み
な
ど
の
高

カ
ロ
リ
ー
な
食
べ
物
が
い
っ
ぱ

い
あ
り
ま
す
。
町
に
ク
マ
が
出

没
す
る
の
は
こ
の
た
め
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。

　
日
野
郡
で
は
ま
だ
生
息
数
も

少
な
く
問
題
に
は
な
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
今
後
増
え
て
い
く
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
次
回
は
ク
マ

と
の
「
付
き
合
い
方
」
に
つ
い

て
お
話
し
ま
す
。

日野郡鳥獣被害対策協議会
川野　風花

【問い合わせ】72-1399

獣害対策
アップデート

第3回
クマの話①
食欲の秋

１年間のエネルギー摂取量

冬春夏

秋
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□日 ・日時　□場 ・場所　□内 ・内容　□定 ・定員　□申 ・申込み　□問 ・問合せ　□対 ・対象者

□日・日時　□場・場所　□内・内容　□定・定員　□申・申込み　□問・問合せ　□対・対象

　講演会を行います。お気軽にご参加ください。

　家族の不安　その先に見つけた希望

□日 10月23日（土）13：30〜17：30

□場 米子サン・アビリティーズ（米子市皆生3-16-20）

参加費：お一人様　1,000円

□内 家族の体験談　交流会

※完全予約制　定員30名

□問 全国ギャンブル依存症家族の会　鳥取 

　  E-mail：kazokukai.t@gmail.com

ギャンブル依存症家族の会鳥取
講演会開催

お知らせ

　「法の日」週間にちなみ、下記の行事を開催しま

す。お気軽にご参加ください。

□日 10月21日（木）13：30～15：30

□場 家庭裁判所米子支部

□内 模擬調停見学､施設見学､民事手続きの説明､質疑応答

□定 10人(電話申し込み受付順)

申込期間：原則実施日前日まで

□問 鳥取地方裁判所米子支部庶務課

　  TEL：0859-22-2205

10月1日～7日は｢法の日｣週間です。お知らせ

　鳥取県西部広域行政管理組合では、令和14年度の供用開始を目標とした西部圏域９市町村の広域的なご

み処理施設の整備構想『一般廃棄物処理施設整備基本構想』を、本年８月に策定されましたのでお知らせします｡

●基本構想の概要

　西部圏域9市町村では、ごみ処理施設の老朽化や急激な人口・ごみ量の減少が想定されており、また、国

際的には、気候変動対策の取組が重要な課題となっています。

　令和14年度を目標に、西部圏域におけるごみ処理の広域化を図り、ごみ処理施設を1箇所に集約すること

により、持続可能な適正処理を確保し、効率的なリサイクルや地球温暖化対策など、新たなごみ処理体制の

整備を目指すこととしています。

●基本構想の閲覧場所　

①鳥取県西部広域行政管理組合ホームページ

②ごみ処理施設整備課窓口（米子市淀江支所内）米子市淀江町西原1129番地1

③リサイクルプラザ窓口

※②及び③の閲覧期間は、令和4年3月31日までです。

□問 鳥取県西部広域行政管理組合ごみ処理施設整備課 TEL：0859-21-1362　FAX：0859-56-3203

    E-mail：g-seibi@tottori-seibukoiki.jp

鳥取県西部広域行政管理組合一般廃棄物処理施設整備基本構想の策定についてお知らせ

　町では７月の豪雨により被害を受けた農産物に対し、生産者が安心して継続的に生産活動ができるよう、

緊急的な防除にかかった経費への支援を行っています。

□申 ・□問 役場農林課　TEL：82-1114　　JA日野営農センター　TEL：82-1530

大雨被害農作物
緊急防除対策事業

事業内容 対象となる取組等 補助率

令和３年度の気象災害に対する緊急支援のお知らせお知らせ

緊急防除に要する経費
（防除暦に沿って行う慣
行防除は対象外）

２/３（※上限事業費）
トマト･白ねぎ･ピーマン：
3,600円/10a
大豆：5,500円/10a

留意事項

７月７日から８月６日
までの散布が対象

　 　公正証書作成にかかる遺言、任意後見、離婚（慰謝

料・養育費等）などに関して、公証人が相談に応じます｡

□日 (1)休日法律相談：10月2日(土)9：00～16：00

　  (2)平日の相談時間延長：10月１日(金)から10月７日(木)

　　　までの平日18時まで相談時間を延長　

□場 米子市加茂町2丁目113番地 加茂町ビル2階 米子公証役場

※予約制ですので、事前に電話での予約をお願いし

ます(平日9：00～17：00受付）。

相談は無料、秘密は厳守します。

□問 米子公証役場　TEL：0859-32-3399

公証週間休日法律相談を開催しますお知らせ

　

　解雇、雇止め、賃金未払い、労働時間、有給休

暇、パワーハラスメントなど労働問題全般に関する

相談会（弁護士、社労士などが応対）

□日 10月31日（日）10：00～15：00（完全予約制）

□場 国際ファミリープラザ（米子市加茂町2丁目180）

□申 10月27日（水）17：15まで

□問 労使ネットとっとり(県労働委員会)TEL：0120-77-6010

※新型コロナウイルスの流行状況によっては、中止

　する場合があります。

関係機関による日曜労働相談会のお知らせ(無料･秘密厳守)お知らせ

　

［申請期限］令和３年11月30日

［申請における注意事項］JA各生産部に所属している方は、日野営農センターに申請して下さい。それ以外

　　　　　　　　　　　　の販売農家さんは役場農林課へ申請してください
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（令和３年８月16日～令和３年９月15日受付分）

令和３年８月末日現在
法令の改正により、外国人を含めた世帯数と人口を掲載
しています。

■世 帯 1,964 （−  3）  ■人 口  4,310 （ − 14）
■    男 2,043 （−  8）  ■　  女  2,267 （ −  6）

お悔やみ申し上げます

氏　　名　       　　       年　齢　　　　   住　所

15　  広報にちなん令和３年10月

坂　本　傅　子　　 84歳　　　 上石見

青　木　　　茂　　 90歳　　　 豊　栄

丸　山　房　子　　 91歳　　  下阿毘縁

そ
う
せ
い

鳥取

　日常点検や定期点検はクルマのトラブルを防ぐだけでなく、

地球温暖化の原因であるCO2の削減にもつながります。特に、

長くご使用のクルマには、細やかな点検が欠かせません。日頃

からクルマの健康管理を心がけましょう。

鳥取運輸支局からのお知らせお知らせ

□問 中国運輸局鳥取運輸支局

　  検査・整備・保安担当

　  TEL：0857-22-4110

安全確保と環境保全はクルマの点検・整備から。

日頃、自動車を使用している中で、走行距離や運行状況などから判断し､

適切な時期に点検を行うことが必要です。チェックしてみましょう。

定期点検は、安全確保・環境保護の観点から、自家用乗用車については､

１年ごとに実施しなければなりません。

日常点検

定期点検



　山上地域振興センターの２階に山上教育の父とよばれる内藤岩雄さん

の資料館「郷愛の館」があることをご存じでしょうか？ 

内藤岩雄さんってどんな人！？
　26歳という若さで日野高等小学校の校長、27歳の時に山上尋常高等小学校の校長になった人
　最初は学校嫌いでしたが、勉学の楽しさを知り、難関の鳥取師範学校の試験に合格します。師範学校でさらに

学問を深め、卒業後母校でもある日野高等小学校（日野町）に勤めました。新しく山上尋常高等小学校を作るこ

とになったとき、地域の人からの願いで校長として就任し、山上村の教育に自分の一生を捧げると誓ったのです｡

　寝る間を惜しみ、学校改革・地域教育をすすめ、鳥取県の模範的学校・地域に
　20人もの子どもを自分の家で寝泊まりさせ、学習環境の保証に努めたり、子どもたちの個性を見極め伸ばすた

め、学校面積を4倍にし、勉学や体育、作業など様々な学びを取り入れたりしました｡

　生活が苦しくなってきていた（旧）山上村で新たな仕事の普及に努めたり、女性は家にいることが当たり前

だった時代に日野郡で初めて女性青年団を作ったり、年齢、性別、仕事に合わせ皆が学び繋がりをもてる学習会

を多く開き、地域の発展に尽力しました。

その他にも
○日野郡史を完成させた人　○船通山宣揚祭を始めた人

○絵が達者で特に馬の絵が上手な人　○授業にソフトテニスを取り入れ、広めた人

○大草山に造林をし、ヒノキで大きな「大正」の文字を描いた人

など多くの功績を残されている方なので、資料館を訪れ、内藤さんの熱き

心に触れてみてはいかがでしょうか。

山上まちづくりの会 TEL 82ｰ0933問
内藤岩雄さん「郷愛の館」

「
お
兄
ち
ゃ
ん
大
好
き
」

令和２年８月14日生まれ
　（父）怜也さん　（母）柚里さん

こうき

谷　洸希 くん【 生山 】
令和２年８月31日生まれ

　（父）直人さん  （母）彩湖さん

かいり

長谷川海律 くん【 霞 】
令和２年８月24日生まれ

　（父）聡さん（母）愛さん

はるま

土山　遥万 くん【 福寿実 】

「
歩
く
の
大
好
き
」

「
マ
マ
大
好
き
」

　お兄ちゃんと遊ぶことが大好き
で、一緒に追いかけっこをしたり階
段を上ったりしています。喧嘩をす
ることもあるけれど、それでもお兄
ちゃんの後を追いかけています。お
兄ちゃんに負けないくらいご飯を
いっぱい食べるようになり成長を感
じています。「元気で笑顔いっぱい、
お兄ちゃんとたくさん遊ぶ子に育っ
てください」とご両親。

　最近歩けるようになり、いつも
歩いて移動しています。お兄ちゃ
んやお姉ちゃんと鬼ごっこをした
り、積み木遊びをしたりすること
も好きです。背が高くなり、テー
ブルに頭をぶつけることがあった
り、名前を呼ぶと来てくれるよう
になったりと、成長を感じていま
す。「兄弟仲良く、元気いっぱいに
育ってほしいな」とお母さん。

　寝言でも「ママ」と言うほどママ
が好きで、「ママ」と呼ぶように
なってから、「マーマ」「はーい」
というやり取りが大好き。真似っこ
が上手になり、ご飯をフーフーして
食べさせていると、真似してフー
フーしている様子が可愛らしく、成
長に驚きました。「どんなことでも
やってみよう！と挑戦できる子に
育ってほしいな」とお母さん。

～郷土を愛する心を根付かせた山上教育の父～
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